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(百万円未満切捨て)

1. 平成22年12月期第2四半期の業績（平成22年１月１日～平成22年６月30日）

 (1) 経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第２四半期 － － △203 － △202 － △212 －

21年12月期第２四半期 － － △165 － △165 － △166 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年12月期第２四半期 △12 30 － －

21年12月期第２四半期 △13 72 － －

 (2) 財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第２四半期 1,199 1,172 97.8 67 79

21年12月期 1,412 1,385 98.1 80 21

(参考) 自己資本 22年12月期第２四半期 1,172百万円 21年12月期 1,385百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 － 0 00 － 0 00 0 00

22年12月期 － 0 00

22年12月期(予想) － 0 00 0 00

3. 平成22年12月期の業績予想（平成22年１月１日～平成22年12月31日）

(％表示は、通期は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 246 － △162 － △161 － △172 － △9 96

上窪　彩子
FASF

上窪　彩子
rogo

上窪　彩子
neo



 

 
(注) 「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続を実施中です。 

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）４ページ「業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は、【添付資料】P.５「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 無

(注) 簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年12月期２Ｑ 17,303,900株 21年12月期 17,273,900株

② 期末自己株式数 22年12月期２Ｑ －株 21年12月期 －株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期２Ｑ 17,281,607株 21年12月期２Ｑ 12,110,500株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第２四半期累計期間における国内経済は、新興国を始めとした世界景気の持ち直しを受けて、輸出の

増加傾向が続きました。その一方で長期化する内需低迷を受け、景気回復傾向は穏やかにとどまりまし

た。 

国内医薬品業界におきましては、大型新薬不足、医療費抑制による後発品の使用促進等の厳しい環境が

継続しており、M&Aや事業提携等、生き残りをかけた市場獲得・新薬開発競争が激しさを増しておりま

す。 

このような状況の下、当社は新薬の継続的な創出とパイプラインの拡充を目指し、研究開発活動を推進

いたしました。 

ライセンスアウト済パイプラインにつきましては、抗血小板剤「Ｋ-134」は国内及び米国前期第Ⅱ相臨

床試験、緑内障治療剤「Ｋ-115」は国内前期第Ⅱ相臨床試験がライセンスアウト先の興和株式会社により

実施されております。  

 新規開発品につきましては、プロテインキナーゼ阻害剤開発プロジェクトにおいて開発中の新規緑内障

治療剤につき作用メカニズムの解明等を進める一方、ライセンスアウトに向けた活動を実施しておりま

す。また、その他阻害剤開発プロジェクトにつきましては、リード化合物の選定に向けた研究開発活動を

実施しました。  

 なお、ライセンスアウト済パイプラインである、「Ｋ-134」、「Ｋ-115」はともに、当第２四半期累計

期間における臨床試験進捗において新たなマイルストーン収入の発生がなかったことから売上高は発生し

ておりません。  

 利益面につきましては、研究開発費が94百万円（前年同期比19.3%増）、その他販売費及び一般管理費

が108百万円（前年同期比26.4%増）であったことにより、販売費及び一般管理費は203百万円（前年同期

比23.0%増）となりました。その結果、営業損失は203百万円（前年同期営業損失165百万円）、経常損失

は202百万円（前年同期経常損失165百万円）、特別損失９百万円を計上したことにより、四半期純損失は

212百万円（前年同期四半期純損失166百万円）となりました。  

なお、当第２四半期累計期間における新薬候補化合物開発状況は以下の通りです。 

  

  

 
  

1. 当四半期の業績等に関する定性的情報

(1) 経営成績に関する定性的情報

① 新薬候補化合物開発状況

（イ）ライセンスアウト済パイプライン

プロジェクト名 開発中の新薬(対象疾患) 開発段階 ライセンスアウト先

Ｋ-134
抗血小板剤 
(閉塞性動脈硬化症)

国内前期第Ⅱ相臨床試験
米国前期第Ⅱ相臨床試験

興和株式会社

Ｋ-115
緑内障治療剤 
(緑内障)

国内前期第Ⅱ相臨床試験 興和株式会社

HMN-214
抗癌剤
(固形癌)

米国第Ⅰ相臨床試験終了 日本新薬株式会社
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売上高及び売上原価はありません。 

研究開発費は94百万円（前年同期比19.3%増）となりました。 

 これは主に、新規開発品の研究開発活動を進めたことによるものです。プロテインキナーゼ阻害

剤開発プロジェクトでは、新規緑内障治療剤について作用メカニズムの解明及び動物試験による薬

効データの取得等を進めたほか、その他阻害剤開発プロジェクトにおいてもリード化合物の選定に

向けた研究開発活動を実施しました。 

なお、当社のパイプラインである「Ｋ-134」、「Ｋ-115」、「HMN-214」の研究開発費は、ライ

センスアウト先の資金により賄われており、当社において研究開発費負担は発生しておりません。

その他販売費及び一般管理費は108百万円（前年同期比26.4%増）となりました。  

 株式上場により支払手数料等の増加があったほか、新規人材採用により管理部門の強化を行いま

した。  

これらにより、営業損失は203百万円（前年同期営業損失165百万円）となりました。 

経常損失は202百万円（前年同期経常損失165百万円）となりましたが、特別損失に前期損益修正

損９百万円を計上した結果、四半期純損失は212百万円（前年同期四半期純損失166百万円）となり

ました。 

  

当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末から212百万円減少し、1,199百万円となり

ました。主な要因は、現金及び預金が前事業年度末に比べ247百万円減少したこと等によるものです。 

 なお、総資産に占める流動資産の比率は当第２四半期会計期間末98.1％、前事業年度末98.2％であり

ます。  

 負債は、前事業年度末から0.1百万円増加し、26百万円となりました。 

 純資産は、前事業年度末から212百万円減少し、1,172百万円となりました。これは、四半期純損失の

計上により、利益剰余金が212百万円減少したことによるものです。  

 なお、借入金や社債等の有利子負債残高はありません。  

 また、負債純資産合計に占める純資産の比率は当第２四半期会計期間末97.8％、前事業年度末98.1％

（ロ）新規開発品

プロジェクト名 開発中の新薬 開発段階

プロテインキナーゼ阻害剤開発プロジェクト

新規緑内障治療剤
化合物最適化
完了

高血圧治療剤・神経保護剤等  基礎研究

その他阻害剤開発プロジェクト 血栓症治療剤・粥状動脈硬化治療剤・抗癌剤等 基礎研究

② 当期の業績の概況

（イ）売上高、売上原価

（ロ）販売費及び一般管理費、営業損失

a. 研究開発費

b. その他販売費及び一般管理費

（ハ）経常損失、四半期純損失

(2) 財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債及び純資産の状況
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であります。  

  

当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末

に比べ207百万円減少し、465百万円となりました。  

 なお、当第２四半期累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と要因は次の通りです。  

  

営業活動の結果使用した資金は207百万円（前年同期比36百万円増）となりました。これは税引前

四半期純損失が211百万円あったものの、未収消費税等の減少６百万円があったこと等によるもので

す。 

投資活動の結果得られた資金は0.04百万円（前年同期比２百万円減）となりました。これは差入保

証金の回収による収入0.4百万円があったこと等によるものです。 

財務活動の結果得られた資金は0.06百万円（前年同期比0.06百万円増）となりました。これは新株

予約権の行使による株式の発行による収入があったことによるものです。 

  

当社は、新薬候補化合物の継続的な創出とパイプラインの拡充を目指し、早期のライセンスアウトを視

野に入れ、新薬候補化合物の研究開発活動及び営業活動に積極的に取り組んでまいります。  

 当事業年度の業績につきましては平成22年５月27日に公表いたしました業績予想の通り、変更はありま

せん。  

  

  

  

  

  

  

  

② キャッシュ・フローの状況

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

(3) 業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

2. その他の情報

(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期財務諸表

(1) 四半期貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期会計期間末
(平成22年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,125,704 1,372,719

有価証券 40,006 －

原材料及び貯蔵品 613 614

前払費用 5,488 4,724

その他 5,700 8,417

流動資産合計 1,177,513 1,386,475

固定資産

有形固定資産 12,347 15,476

無形固定資産 627 719

投資その他の資産 9,361 9,511

固定資産合計 22,336 25,707

資産合計 1,199,850 1,412,182

負債の部

流動負債

未払金 14,864 12,877

未払法人税等 3,093 5,357

その他 8,909 8,465

流動負債合計 26,867 26,700

負債合計 26,867 26,700

純資産の部

株主資本

資本金 1,279,337 1,279,307

資本剰余金 1,269,337 1,269,307

利益剰余金 △1,375,691 △1,163,132

株主資本合計 1,172,983 1,385,482

純資産合計 1,172,983 1,385,482

負債純資産合計 1,199,850 1,412,182
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(2) 四半期損益計算書

【第２四半期累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 － －

売上原価 － －

売上総利益 － －

販売費及び一般管理費

研究開発費 79,252 94,576

その他 85,968 108,684

販売費及び一般管理費合計 165,220 203,261

営業損失（△） △165,220 △203,261

営業外収益

受取利息 － 890

還付加算金 56 －

講演料収入 95 －

その他 65 56

営業外収益合計 217 946

営業外費用

為替差損 － 19

雑損失 3 －

営業外費用合計 3 19

経常損失（△） △165,007 △202,334

特別利益

固定資産売却益 504 －

特別利益合計 504 －

特別損失

固定資産除却損 1,069 －

前期損益修正損 － 9,578

特別損失合計 1,069 9,578

税引前四半期純損失（△） △165,572 △211,913

法人税、住民税及び事業税 554 645

法人税等調整額 3 －

法人税等合計 557 645

四半期純損失（△） △166,129 △212,559
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【第２四半期会計期間】

(単位：千円)

前第２四半期会計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期会計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 － －

売上原価 － －

売上総利益 － －

販売費及び一般管理費

研究開発費 41,127 52,290

その他 35,904 55,012

販売費及び一般管理費合計 77,031 107,302

営業損失（△） △77,031 △107,302

営業外収益

受取利息 － 448

還付加算金 56 －

講演料収入 95 －

その他 36 0

営業外収益合計 189 448

営業外費用

為替差損 12 24

雑損失 3 －

営業外費用合計 15 24

経常損失（△） △76,858 △106,879

特別利益

固定資産売却益 504 －

特別利益合計 504 －

特別損失

固定資産除却損 1,069 －

前期損益修正損 － 9,578

特別損失合計 1,069 9,578

税引前四半期純損失（△） △77,423 △116,457

法人税、住民税及び事業税 237 407

法人税等調整額 3 －

法人税等合計 241 407

四半期純損失（△） △77,664 △116,865
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(3) 四半期キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期累計期間
(自 平成21年１月１日
至 平成21年６月30日)

当第２四半期累計期間
(自 平成22年１月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △165,572 △211,913

減価償却費 6,761 3,320

受取利息及び受取配当金 △1 △890

為替差損益（△は益） △27 19

固定資産売却損益（△は益） △504 －

固定資産除却損 1,069 －

たな卸資産の増減額（△は増加） △0 0

前払費用の増減額（△は増加） △13,473 △763

未収消費税等の増減額（△は増加） 4,080 6,903

未払金の増減額（△は減少） △3,314 1,987

その他 2,777 △5,440

小計 △168,203 △206,776

利息及び配当金の受取額 1 889

法人税等の支払額 △1,900 △1,207

営業活動によるキャッシュ・フロー △170,103 △207,093

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △666 △105

有形固定資産の売却による収入 1,352 －

差入保証金の差入による支出 △26 △320

差入保証金の回収による収入 2,261 470

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,920 45

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による株式の発行による収入 － 60

財務活動によるキャッシュ・フロー － 60

現金及び現金同等物に係る換算差額 27 △19

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △167,155 △207,008

現金及び現金同等物の期首残高 381,970 672,719

現金及び現金同等物の四半期末残高 214,815 465,711
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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